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1GTS（藝大・台東・墨田）観光アートプロジェクト 2011

「ゆらぎツリー」 2010 年度設置作品（墨田区）

「GTS Bench」 2010 年度設置作品

Topics of 

Fine Artst

2011.02 - 07

美
旬
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「LOOK」 2010 年度設置作品（台東区）「イメージマケット2」 2011年度設置作品

「イメージマケット1」 2011年度設置作品

「イメージドローイング 3」
2011年度設置作品

「イメージドローイング 1」
2011年度設置作品

「イメージドローイング 2 」
2011年度設置作品

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
本
学
と
台
東
区
、
墨
田
区
の

三
者
の
共
催
に
よ
る
地
域
連
携
事
業
『
G
T
S
観
光

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2011

』
が
実
施
さ
れ
る
。

　

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
平
成
二
十
二
年
度
か
ら

二
十
四
年
度
ま
で
の
三
年
間
の
計
画
で
、
東
京
ス
カ
イ

ツ
リ
ー
の
ビ
ュ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
環
境
ア
ー
ト
作
品
や

ア
ー
ト
ベ
ン
チ
な
ど
を
設
置
す
る
「
ア
ー
ト
環
境
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト2011

」
と
、
地
域
で
の
現
代
芸
術
展
、
映

像
展
や
音
楽
コ
ン
サ
ー
ト
の
複
合
的
な
展
開
を
お
こ
な

う
「
隅
田
川A

rt Bridge 2011

」
の
二
つ
の
事
業

を
軸
に
構
成
さ
れ
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
と
浅
草
を
結

ぶ
隅
田
川
両
岸
地
域
に
展
覧
会
場
を
点
在
さ
せ
、「
記

憶
・
場
・
歴
史
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
の
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
企
画
展
や
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
。

　

実
施
に
先
駆
け
、
七
月
十
六
日
か
ら
二
十
九
日
に
は

今
年
度
新
た
に
設
置
さ
れ
る
環
境
ア
ー
ト
作
品
四
点
と

ア
ー
ト
ベ
ン
チ
・
サ
イ
ン
の
制
作
過
程
を
区
民
に
公
開

す
る「
マ
ケ
ッ
ト・プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
展（
前
期
）」、ま
た
、

七
月
二
十
三
日
に
は
小
中
学
生
を
対
象
に
し
た
区
民
参

加
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
を
描
く
、

東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
ス
ポ
ッ
ト
を
探
せ
！
」
が
前
述
の

地
域
を
舞
台
に
実
施
さ
れ
た
。

1Ｇ 

Ｔ
Ｓ（
藝
大
・
台
東
・
墨
田
）
観
光

ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2011
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四
月
二
十
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で
の
間
、産
経
学
園・

銀
座
お
と
な
塾
に
お
い
て
、
本
学
大
学
院
美
術
研
究
科

文
化
財
保
存
学
専
攻
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
が
研
究
報

告
発
表
展
を
開
催
し
た
。

　
本
展
で
は
、
保
存
修
復
彫
刻
研
究
室
に
お
い
て
、
平
成

二
十
二
年
度
に
教
員
及
び
学
生
が
修
復
し
た
仏
像
な
ど

の
彫
刻
文
化
財
や
模
刻
作
品
を
展
示
し
、
さ
ら
に
、
彫

刻
に
限
ら
ず
、
日
本
画
や
工
芸
分
野
の
模
写
・
模
造
作

品
の
展
示
、
油
画
・
建
造
物
・
保
存
科
学
分
野
の
研
究

発
表
な
ど
も
併
せ
て
お
こ
な
っ
た
。
ま
た
、会
期
中
に
は
、

実
際
の
修
復
や
研
究
の
担
当
者
に
よ
る
わ
か
り
や
す
い

研
究
報
告
ト
ー
ク
も
お
こ
な
い
、
普
段
見
る
こ
と
の
な

い
文
化
財
修
復
現
場
の
裏
側
を
の
ぞ
く
こ
と
が
で
き
た
。

保
存
修
復
彫
刻
研
究
室H

P
http://w

w
w

.tokyogeidai-hozon.com

　

五
月
十
二
日
か
ら
六
月
十
九
日
ま
で
の
間
、
本
学
大

学
美
術
館
陳
列
館
で
、
ア
ジ
ア
総
合
芸
術
セ
ン
タ
ー
美

術
学
部
交
流
事
業
「
伝
統
と
現
代
」
展
を
開
催
し
た
。

　

本
展
は
二
部
構
成
で
、
第
一
部
は
中
国
中
央
美
術
学

院
潘
公

院
長
に
よ
る
墨
と
映
像
の
芸
術
表
現
、
第
二

部
は
本
学
と
中
国
中
央
美
術
学
院
の
若
手
教
員
な
ど
が

参
加
し
、
内
在
す
る
伝
統
を
現
代
表
現
と
し
て
作
品
化

し
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
作
品
約
五
十
点
に
よ
る
「
伝
統
・

現
代
・
発
生
」
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
展
で
あ
っ
た
。
開
催
に

3 2保
存
修
復
彫
刻
研
究
室

研
究
報
告
発
表
展

ア
ジ
ア
総
合
芸
術
セ
ン
タ
ー

美
術
学
部
交
流
事
業

「
伝
統
と
現
代
」展

2保存修復彫刻研究室 研究報告発表展
産経学園・銀座おとな塾における展示風景
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伴
い
、「
現
代
美
術
の
東
洋
的
な
る
も
の
や
伝
統
に
つ

い
て
―
美
術
に
お
け
る
伝
統
的
な
要
素
を
現
代
芸
術
の

中
で
ど
の
よ
う
に
展
開
す
べ
き
か
、考
え
る
べ
き
か
―
」

を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、ま
た
、

震
災
復
興
支
援
の
た
め
の
慈
善
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
と
し

て
、
潘
院
長
に
よ
る
作
品
の
公
開
制
作
が
行
わ
れ
た
。

潘
院
長
は
「
鎮
定
勇
毅
」
と
い
う
書
を
し
た
た
め
、「
心

は
冷
静
沈
着
で
あ
り
つ
つ
、
勇
敢
且
つ
力
強
く
未
来
に

進
ん
で
ほ
し
い
」
と
日
本
へ
向
け
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

述
べ
ら
れ
た
。　

　

潘
院
長
か
ら
宮
田
亮
平
学
長
へ
記
念
作
品
が
贈
ら
れ

る
な
ど
、
改
め
て
本
学
と
中
央
美
術
学
院
と
の
古
く
長

い
友
好
関
係
と
、
日
本
と
中
国
の
文
化
芸
術
分
野
に
お

け
る
深
い
絆
が
確
か
め
ら
れ
る
催
し
と
な
っ
た
。

　

三
月
三
十
日
か
ら
四
月
十
七
日
ま
で
の
間
、
本
学
藝

大
ア
ー
ト
プ
ラ
ザ
に
て
「saif PRO

JECT

」
―
台
東

区
地
場
産
業
の
芸
術
に
よ
る
活
性
化
の
研
究
発
表
展
―

を
開
催
し
た
。

　

本
学
と
台
東
区
は
、
伝
統
あ
る
地
場
産
業
で
あ
る
皮

革
産
業
と
連
携
し
、
高
い
付
加
価
値
の
あ
る
新
製
品
を

目
指
す
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
し
て
い
る
。
今
回
は
、

皮
革
製
品
の
中
で
も
最
も
身
近
な
ア
イ
テ
ム
で
あ
る

「
財
布
」
に
焦
点
を
あ
て
、
装
飾
／décor 

〈
工
芸
科
染

織
研
究
室
〉、
素
材
／m

aterial 

〈
工
芸
科
彫
金
研
究

室
〉、
隠
喩
／m

etaphor 

〈
デ
ザ
イ
ン
科
機
能
・
設
計

研
究
室
〉、
そ
し
て
、
空
間
／space 

〈
デ
ザ
イ
ン
科
空

間
・
設
計
研
究
室
〉 

の
四
つ
の
研
究
テ
ー
マ
か
ら
既
成

の
ス
タ
イ
ル
に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
「
財
布
」
を
提

案
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
展
示
販
売
会
を
開
催
し
た
。

4
「saif PRO

JEC
T

」

―
台
東
区
地
場
産
業
の
芸
術
に
よ
る

　
　
　
　
　

活
性
化
の
研
究
発
表
展
―

4「saif PROJECT」―台東区地場産業の芸術による活性化の研究発表展―
右上：「隠喩／metaphor」 　右下：「装飾／décor」　 左上：「素材／material」 　左下：「空間／space」

3アジア総合芸術センター美術学部交流事業「伝統と現代」展
右：大学美術館陳列館における展示風景　左：潘院長による作品の公開制作風景



16

Topics of 

Music

2011.02 - 07

音
旬
　

三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
以
来
、
安
全
上
の
理

由
で
演
奏
会
開
催
を
見
合
わ
せ
て
い
た
奏
楽
堂
で
、
こ

の
五
月
か
ら
演
奏
会
が
再
開
さ
れ
た
。

　

そ
の
口
火
を
切
っ
た
の
が
、
今
年
度
か
ら
装
い
も
新

た
に
ス
タ
ー
ト
し
た
藝
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
元
禄
～
そ

の
時
、
世
界
は
？
」
シ
リ
ー
ズ
で
、
五
月
七
日
に
第
一

回
「
江
戸
の
音
風
景
～
歌
舞
伎
と
文
楽
」、
五
月
十
五

日
に
第
二
回
「
琳
派
の
美
、
ロ
コ
コ
の
こ
こ
ろ
」
が
開

催
さ
れ
た
。

　

前
期
二
回
、
後
期
三
回
の
計
五
回
の
レ
ク
チ
ャ
ー
＆

コ
ン
サ
ー
ト
か
ら
な
る
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
エ
ポ
ッ
ク

メ
ー
キ
ン
グ
な
時
代
を
取
り
上
げ
、
日
本
と
世
界
を
徹

底
的
に
比
較
す
る
こ
と
で
そ
の
時
代
の
芸
術
状
況
を
明

ら
か
に
し
よ
う
と
い
う
、
音
楽･

美
術
両
学
部
の
垣
根

を
越
え
た
全
学
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。
後
期
は

十
月
八
日
の「
西
と
東
～
も
し
も
鎖
国
が
な
か
っ
た
ら
」

を
皮
切
り
に
、
三
回
の
演
奏
会
を
予
定
し
て
い
る
。

　

四
月
二
十
一
日
、
本
学
奏
楽
堂
に
お
い
て
、
荻
原
碌

山
の
彫
刻
「
女
」
の
除
幕
式
が
行
わ
れ
た
。

　

彫
刻
が
有
す
る
物
語
性
と
具
象
彫
刻
が
持
つ
一
種
の

華
や
か
さ
は
、
日
々
演
奏
会
が
お
こ
な
わ
れ
る
奏
楽
堂

ホ
ワ
イ
エ
の
広
い
空
間
に
彩
り
を
添
え
る
に
ふ
さ
わ
し

2 1藝
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト2011

「
元
禄
～
そ
の
時
、世
界
は
？
」

奏
楽
堂
ホ
ワ
イ
エ
常
設
展
示

荻
原
碌
山「
女
」（
ブ
ロ
ン
ズ
複
製
彫
刻
）

除
幕
式

1藝大プロジェクト2011「元禄～その時、世界は？」
上：「江戸の音風景～歌舞伎と文楽」　下：「琳派の美、ロココのこころ」
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く
、
常
設
と
し
て
展
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

こ
の
彫
刻
は
、
ア
ー
カ
イ
ブ
研
究
に
お
け
る
最
新
の

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
三
次
元
画
像
処
理
技
術
を
使
い
、
東
京

国
立
博
物
館
所
蔵
の
重
要
文
化
財
で
あ
る
ブ
ロ
ン
ズ
彫

刻
、
荻
原
碌
山
作
「
女
」
の
復
元
研
究
を
お
こ
な
っ
た

精
緻
な
複
製
で
あ
る
。
本
物
の
芸
術
作
品
に
手
を
触
れ

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
こ
の
複
製
彫
刻
は
、
お
客
様

が
直
接
触
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。

　

二
月
十
九
日
、
本
学
音
楽
学
部
ア
ー
ト
リ
エ
ゾ
ン
セ

ン
タ
ー
で
、「
監
督
小
栗
康
平
が
語
る
映
画
音
楽
」
を

開
催
し
た
。
ア
ー
ト
リ
エ
ゾ
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
映
画
音

楽
の
シ
リ
ー
ズ
企
画
を
継
続
し
て
実
施
し
、
音
楽
と
映

画
・
映
像
と
の
関
係
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

考
え
る
機
会
を
設
け
て
お
り
、
今
回
の
企
画
も
そ
の
一

環
で
あ
る
。

　

今
回
は
、国
内
外
で
高
い
評
価
を
受
け
る
映
画
監
督
、

小
栗
康
平
氏
を
お
迎
え
し
、
本
学
音
楽
学
部
の
西
岡
龍

彦
教
授
ら
が
聞
き
手
と
な
り
、
音
楽
と
映
画
に
ま
つ
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
音
楽
が
単
に
映

画
の
中
の
情
景
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
心
情
を
伝
え
る
と

い
う
あ
り
方
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
現
実

と
映
画
の
世
界
を
引
き
離
し
て
抽
象
化
す
る
役
割
を
重

視
し
て
い
る
と
い
う
お
話
な
ど
、
小
栗
監
督
の
哲
学
観

が
あ
ふ
れ
る
興
味
深
い
お
話
で
あ
っ
た
。

　

後
半
に
は
、小
栗
監
督
の
代
表
作『
眠
る
男
』を
フ
ィ

ル
ム
上
映
し
、
会
場
の
お
客
様
か
ら
は
「
音
楽
を
意
識

し
な
が
ら
映
画
を
観
る
こ
と
で
新
た
な
発
見
が
あ
っ

た
」
な
ど
の
感
想
を
い
た
だ
い
た
。

3
【
映
画
音
楽 

研
究
と
創
作
】シ
リ
ー
ズ

監
督
小
栗
康
平
が
語
る
映
画
音
楽

2奏楽堂ホワイエ常設展示　荻原碌山「女」（ブロンズ複製彫刻）除幕式
右：荻原碌山「女」 　左：奏楽堂ホワイエにおける除幕式

3【映画音楽 研究と創作】シリーズ　監督小栗康平が語る映画音楽
音楽学部アートリエゾンセンターにて
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Topics of 

Film and
New Media
2011.02 - 07

映
旬

1『OPEN STUDIO 2011.05.07-08』
特別演習の成果発表展における展示風景

3アニメーション専攻第二期生修了制作展
「GEIDAI ANIMATION 02 SOURCE」

河野亜季「約束」

2日仏学生交流「交流講座・ワークショップ」
「フェミス学生作品」：下段右から“Yolan No Haru”“Lontano”

“A Billions Laughs”（3点とも@La Fémis）
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◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

五
月
五
日
か
ら
八
日
ま
で
、
本
学
横
浜
校
地
馬
車

道
校
舎
に
お
い
て
、
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
第
二

期
生
修
了
制
作
展「GEID

A
I A

N
IM

A
T

IO
N

02 
SO

U
RCE

」が
開
催
さ
れ
た
。

　
同
展
で
は
、〝SO

U
RCE

〟（
＝
源
）と
い
う
テ
ー
マ
の

も
と
、
修
士
課
程
二
年
間
の
集
大
成
で
あ
る
作
品
の
上

映
を
中
心
に
、
原
画
や
人
形
、
絵
コ
ン
テ
な
ど
の
個
人

の
制
作
過
程
を
垣
間
見
る
こ
と
の
で
き
る
展
示
を
お
こ

な
っ
た
。
ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
見
方
、
語
り
方
」で
は
評
論
家
の
西
村
智
弘
氏
、
黒

瀬
陽
平
氏
、
津
堅
信
之
氏
ら
を
迎
え
、「
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ

ン
界
の
リ
ー
ダ
ー
を
作
る
」で
は
本
学
の
伊
藤
有
壱
教

授
、
岡
本
美
津
子
教
授
、
山
村
浩
二
教
授
に
よ
る
藝
大

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
三
年
間
の
試
み
に
つ
い
て
語
る

ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
お
こ
な
う
な
ど
、
そ
の
す
べ
て

を
学
生
が
企
画
し
、
映
像
に
お
け
る
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン

の
現
在
像
を
多
視
点
か
ら
照
ら
す
試
み
と
な
っ
た
。

◎
映
画
専
攻

　

五
月
二
十
一
日
と
二
十
二
日
の
二
日
間
、
本
学
横
浜

校
地
馬
車
道
校
舎
に
お
い
て
、
映
画
専
攻
第
五
期
生
修

了
制
作
展
が
開
催
さ
れ
た
。

　

当
初
は
三
月
開
催
の
予
定
で
、
先
の
東
日
本
大
震
災

の
影
響
に
よ
り
延
期
さ
れ
た
も
の
の
、
関
係
者
の
ご
協

◎
メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻

　

メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
の
修
士
一
年
生
に
よ
る

特
別
演
習
の
成
果
発
表
展
『O

PEN
 ST

U
D

IO
 

2011.05.07-08

』
が
開
催
さ
れ
た
。

　

特
別
演
習
は
、
本
学
の
藤
幡
正
樹
教
授
が
三
週
間

に
わ
た
り
担
当
。
カ
メ
ラ
・
オ
ブ
ス
ク
ラ
の
制
作
に

は
じ
ま
り
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
に
よ
る
撮
影
・
編
集
実

習
な
ど
を
通
し
て
「
映
像
と
は
何
か
」
か
ら
「
作
品

と
他
者
性
」
に
つ
い
て
探
索
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

演
習
に
お
け
る
到
達
点
と
し
て
他
者
に
見
せ
る
機
会

を
設
定
し
、
特
別
演
習
の
成
果
作
品
を
普
段
の
制
作

現
場
を
展
示
空
間
に
変
え
た
「O

PEN
 ST

U
D

IO

」

と
し
て
発
表
し
た
。

◎
映
画
専
攻

　

五
月
三
十
日
か
ら
六
月
十
日
ま
で
の
間
、
横
浜
校
地

に
お
い
て
、
フ
ラ
ン
ス
国
立
映
画
学
校
（La Fém

is

）

と
大
学
院
映
像
研
究
科
に
よ
る
交
流
講
座
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。

　
こ
の
講
座
と
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
映
画
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
を
志
す
日
仏
両
国
の
学
生
た
ち
の
交
流
を
目
的
と

し
、
在
日
フ
ラ
ン
ス
大
使
館
の
協
力
を
得
て
お
こ
な
わ

れ
た
。
学
生
た
ち
が
広
範
な
知
見
を
得
る
と
と
も
に
一

線
で
活
躍
す
る
映
画
人
と
の
繋
が
り
を
も
て
る
よ
う
、

講
座
に
お
い
て
は
、
実
際
に
映
画
産
業
に
携
わ
る
講
師

を
多
数
招
く
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
た
。
学
生
た
ち
は

授
業
内
外
を
問
わ
ず
お
互
い
の
親
交
を
深
め
合
っ
た
。

3

1

力
に
よ
り
五
月
に
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
期
中

は
、
修
了
制
作
五
作
品
が
上
映
さ
れ
、
両
日
共
に
入
場

者
多
数
、
盛
況
に
終
わ
っ
た
。

　

ま
た
、
そ
の
後
、
七
月
七
日
か
ら
十
五
日
ま
で
の
間
、

ユ
ー
ロ
ス
ペ
ー
ス（
渋
谷
）で
の
レ
イ
ト
シ
ョ
ー
上
映
も
お

こ
な
わ
れ
、同
様
に
修
了
制
作
五
作
品
が
上
映
さ
れ
た
。

◎
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻

　

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
で
は
、
コ
ン
テ
ン
ツ
の
企
画

や
事
業
ス
キ
ー
ム
を
設
計
す
る
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
役

割
に
注
目
し
た
公
開
講
座
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　

一
月
二
十
八
日
か
ら
二
月
二
十
五
日
ま
で
の
間
、「
才

能
発
掘
の
場
と
し
て
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
題
し
、

し
広
島
国
際
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
で
あ
る
木
下
小
夜
子
氏
を
、「
イ
ン
デ

ペ
ン
デ
ン
ト
監
督
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
」
と
題
し
「
イ

ヴ
の
時
間
」
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
長
江
努
氏
を
、「
ア

ニ
メ
の
製
作
ス
キ
ー
ム
」
と
題
し
電
通
の
亀
田
卓
氏

を
、「
監
督
を
つ
く
る
～
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ンI.G

の
戦

略
」
と
題
し
「GH

O
ST

 IN
 T

H
E SH

ELL/

攻
殻

機
動
隊
」
の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
石
川
光
久
氏
を
、
そ
し

て
「
N
H
K
み
ん
な
の
う
た
～
壮
大
な
才
能
開
拓
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
と
題
し
株
式
会
社
N
H
K
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
エ
グ
ゼ
ク
テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
の
飯
野

恵
子
氏
を
お
招
き
し
、
本
学
の
岡
本
美
津
子
教
授
と
と

も
に
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
を
論
じ
た
。

　

当
講
座
は
横
浜
市
の
協
力
に
よ
り
今
年
度
も
継
続
予

定
。
将
来
的
に
は
、
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論
の
確
立
と
、
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
お
こ
な
う
こ

と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
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メ
デ
ィ
ア
映
像
専
攻
修
士
一
年
に
よ
る

特
別
演
習
の
成
果
発
表
展

『O
PEN

 STU
D

IO
 2011.05.07-08

』

ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
専
攻
第
二
期
生

修
了
制
作
展

「G
EID

A
I A

N
IM

A
TIO

N
 

  02 SO
U

RC
E

」
公
開
講
座

−

馬
車
道
エ
ッ
ジ
ズ

「
現
代
映
像
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
論2010

～
最
も
ホ
ッ
ト
な
人
の
、
最
も
新
し
い
ビ
ジ
ョ
ン
～
」

2日
仏
学
生
交
流

「
交
流
講
座
・
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

4映
画
専
攻
第
五
期
生
修
了
制
作
展

5公開講座—馬車道エッジズ
「現代映像プロデュース論 2010

～最もホットな人の、最も新しいビジョン～」
「監督をつくる～プロダクションI.G の戦略」風景

4映画専攻第五期生修了制作展
横浜校地馬車道校舎にて


